
ハウスジーメンを制度管理者とした、住宅の用途を含まない非住宅建築物向けの瑕疵保証制度です。当社は制度を利用して、建物の
基本的な構造耐力・防水性能に関する10年間の瑕疵保証を提供します。

店舗や施設、教育施設や老人ホームといった、用途に住宅を含まない非住宅
建築物に利用できる瑕疵保証制度についてご案内します。

非住宅建築物・
瑕疵保証制度のご案内

瑕疵保証制度とは

建設されている建物が制度の対象として相応しいものであることを確認するため、建物の建設中に3回の検査を受けます。建物の完成後、
ハウスジーメンは申し込まれた建物を損害保険に付保します。

建物の引渡後に保証制度の対象となる事故、具体的には雨漏れや構造上の問題が発生した場合は、当社は保証約定に基づいて補修を行い、
付保された損害保険から補修に要した費用に相当する金額の支払いを受けることになります。
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（例）

保証制度の対象
となる建物

保  証  内  容

保証の対象

保 証 期 間

保証限度額

用途に住宅を含まない、テナントビルや事務所、店舗、児童福祉施設、診療所、
老人ホーム等の福祉施設、倉庫・物流センター等の非住宅建築物

延べ床面積や階数を問わず利用可

構造を問わず利用可

建物の基本構造部分の基本的な構造耐力性能と防水性能

建物の引渡しから10年間

2,000万円、3,000万円、4,000万円、5,000万円/棟   から選択

用　 途

規　 模

構　 造

教育施設 福祉施設 店舗 事務所 倉庫・物流センターテナントビル
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安心の
10年保証

建築予定の発注者様へ



瑕疵保証制度の概要
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制度管理者保証者・制度加入者

建築物以外の瑕疵

自　然　災　害

外  来  の  事  由

地  盤  沈  下  等

動 植 物 の 被 害

結                露

健   康   被   害

建物以外の備品や物体の瑕疵に起因して生じた損害

保証者以外が行った施工の瑕疵といった保証者
以外に起因する事由

保証開始後の建物の改修工事（保証事故の補修を
含みます）やその工事部分の瑕疵

建物の売買契約や請負契約の締結時に技術的に
予防できない現象やこれにより生じた事由

建物の性質による結露

瑕疵により生じた傷害や疾病、死亡、後遺障害

瑕疵により生じた建物以外の備品の滅失やき損

瑕疵により建物や備品の利用ができなくなった
ことで生じた損害

洪水や台風、豪雨、暴風、暴風雨、竜巻といった
自然災害

火災や落雷、爆発、自動車の激突といった外来の事由

植物の根の成長や、シロアリ・ネズミといった
小動物の被害

近隣の土木工事や建設工事、地下水の汲み上げ等の
影響による土地の沈下や隆起、軟弱化、土砂崩れ、
土砂の流出入、土地造成工事の瑕疵

瑕疵によらない建物の自然の消耗(経年劣化)や
摩滅、さび、かび、腐敗、変色といった事象

基礎打継部からの雨水浸入

土間床とした部分の開口部からの浸水

保証者から不適当と指摘を受けたうえで被保証者
が採用した設計・施工方法や資材等の瑕疵

建物に採用した工法により、当然に生じる雨水の
浸入や、隙間、たわみなどの事象

建物の著しく不適切な使用や維持管理（求められる
定期修繕を怠った場合は、著しく不適切な維持管理
がされているものとして扱います。）

■ 次の事由により生じた損害

保証者以外の施工

引 渡 後 の 工 事

予見不能な事象

土間床からの浸水

不 適 切 な 使 用

不適当な設計施工

工法に応じた事象

■ 次の損害

備  品  の  き  損

利  用  の  阻  害

基本的な防水性能を満たさない場合

屋根や外壁、開口部からの雨漏れ 梁や床版のたわみ、傾斜、基礎の不同沈下

保証事故

基本的な構造耐力性能を満たさない場合

免責事由

このどちらかに該当する場合に、補修(原状回復)を行います。

以下のいずれかに該当する場合は、保証の対象となりません。

経  年  劣  化  等

基  礎  打  継  部

２回目：建て方完了時(木造・鉄骨造)または屋上スラブの配筋工事の完了時(RC造)
３回目：防水工事の完了時(共通)

２回目：２階～最上階のうちのいずれかの階のデッキプレートの施工完了時(鉄骨造)または床の配筋工事の完了時(RC造)
３回目：屋上の防水材の施工完了時(共通)

階数３以下

階数４以上

検査は、基礎配筋工事の完了時のほか、建物の階数に応じて次のタイミングで実施することを基本とします。
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損害保険契約

①請負契約

③建設

②制度利用申込み

④検査（建設中に３回）

⑦完成引渡の通知

⑤引渡し

⑥瑕疵保証(所定の保証書を交付)

⑧制度加入証明書発行

※1 供給事業者が保証約定に基づいて保証責任を履行した場合に、ハウスジーメンを通じて損害保険から保険金が支払われます。
※2 供給事業者倒産時、ハウスジーメンは損害保険で支払いの対象となる範囲で保証を行います。

⑧保険付保※1

⑥-2 瑕疵保証(供給事業者倒産時)※2


